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【
町
民
福
祉
課
】

●
消
防
出
初
め
式

一
月
四
日
、
げ
ん
き
館
で
開
催
。

●
雪
害
警
戒
対
策
部
設
置

二
月
三
日
に
設
置
（
当
日
の
積

雪
量
は
一
�
三
十
四
�
）。
今
の
と

こ
ろ
被
害
報
告
は
な
し
。
引
き
続
き

注
意
を
呼
び
か
け
、
警
戒
を
続
け
た

い
。（
二
月
二
十
一
日
午
後
三
時
三

十
分
に
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
）

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
】

施
設
の
入
退
所
者
数
は
、
二
月

十
九
日
現
在
で
十
六
人
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
延
べ
利
用
者
数
は
、
一
月

末
現
在
で
三
千
七
百
九
十
人
、
十
二

月
十
日
の
増
床
分
開
所
後
の
利
用
率

は
十
六
・
三
人
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

延
べ
利
用
者
数
は
、
同
じ
く
一
月
末

現
在
で
四
千
六
百
二
人
、
一
日
平
均

十
七
・
九
人
と
前
年
同
期
よ
り
二
百

三
十
七
人
の
増
。

【
総
務
課
】

●
長
谷
山
稔
氏
ご
逝
去

町
功
労
者
で
元
東
京
東
由
利
会

会
長
の
長
谷
山
稔
氏
が
昨
年
十
二
月

十
四
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。

●
人
事
異
動

二
月
二
十
一
日
に
由
利
本
荘
市
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◇
秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
脱
退
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

一
市
七
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

も
っ
て
由
利
本
荘
市
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
秋
田
県
町
村
土
地
開
発

公
社
を
脱
退
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専

決
処
分
に
付
し
た
も
の
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

一
千
七
百
七
十
四
万
一
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
四
十
四
億
一
千

十
三
万
二
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出

予
算
の
主
な
内
容
は
▼
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
二
千
万
円
▼
株
式
会

社
黄
桜
の
里
へ
の
出
資
金
二
千
万

円
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算

保
険
給
付
費
の
精
算
見
込
み
に
よ

り
、
六
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
五
億
三
千
四
十
三
万
八
千
円

と
し
た
も
の
。

◇
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

医
療
給
付
費
な
ど
の
精
算
見
込
み

に
よ
り
二
千
四
百
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
六
億
七
千
五
百
五
十
八

万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算水

道
費
の
精
算
見
込
み
に
よ
り
二

百
五
十
一
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
二
億
二
千
九
百
八
十
一
万

九
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

処
理
場
維
持
費
の
精
算
見
込
み
な

ど
に
よ
り
七
百
八
十
一
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
四
億
五
千
五
百
三

十
八
万
四
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑

特
別
会
計
補
正
予
算

施
設
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
な

ど
の
精
算
見
込
み
に
よ
り
八
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
五
億
五
千
百

十
二
万
九
千
円
と
し
た
も
の
。

◇
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議

会
の
廃
止

そ
の
設
置
目
的
を
終
え
た
こ
と
か

ら
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
一
日
を

も
っ
て
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協

議
会
を
廃
止
す
る
も
の
。

◇
本
荘
地
区
消
防
事
務
組
合
の
解

散
と
そ
れ
に
伴
う
財
産
処
分

由
利
本
荘
市
の
発
足
に
伴
い
本
荘

地
区
消
防
事
務
組
合
を
解
散
し
、
財

産
を
由
利
本
荘
市
に
帰
属
さ
せ
る
も

の
。

◇
集
落
研
修
集
会
施
設
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
と
財
産
の

無
償
譲
渡
に
つ
い
て

集
落
集
会
施
設
の
管
理
を
集
落
に

移
管
さ
せ
る
た
め
設
置
条
例
を
廃
止

し
、
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

◇
町
道
の
廃
止
と
認
定

県
道
改
良
や
町
道
改
良
に
伴
う
起

終
点
の
変
更
の
た
め
、
廃
止
と
認
定

を
行
う
も
の
。
廃
止
さ
れ
る
の
は
蔵

横
渡
線
、
西
ノ
浜
線
。
認
定
さ
れ
る

の
は
蔵
横
渡
線
、
岩
舘
二
号
線
、
大

吹
川
四
号
線
、西
ノ
浜
線
の
四
路
線
。

子
牛
価
格
は
依
然
高
値
で
推
移

町
議
会
三
月
定
例
会
が
二
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
含

む
十
四
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
一
部
抜
粋
） 

▲行政報告をする阿部幸悦町長



職
員
の
人
事
異
動
を
内
示
ｽ
。
新
市

に
お
け
る
職
員
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

【
企
画
課
】

●
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議

昨
年
十
二
月
二
十
三
日
の
第
二

十
一
回
合
併
協
議
会
を
も
っ
て
協
議

項
目
の
確
認
は
す
べ
て
完
了
。
二
月

二
十
七
日
の
第
二
十
二
回
合
併
協
議

会
で
合
併
協
議
会
の
廃
止
等
の
報
告

を
受
け
、
最
後
の
会
と
な
る
。

「
指
定
金
融
機
関
」
窓
口
に
つ

い
て
は
、「
三
年
後
に
見
直
し
を
検

討
す
る
」
と
い
う
付
帯
条
件
が
付
き

で
は
あ
る
が「
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
」

と
す
る
こ
と
で
決
定
。

熱
い
議
論
、
協
議
を
積
み
重
ね

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
住
民
、
関
係

者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
し
た

い
。

●
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」

一
月
十
八
日
に
入
湯
者
百
万
人

を
達
成
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
や
し
お
」、

地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
っ
そ
」

と
合
わ
せ
、
東
由
利
の
地
域
活
性
化

拠
点
施
設
と
し
て
一
層
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

【
建
設
課
】

●
国
道
一
〇
七
号

板
戸
第
二
工
区
に
つ
い
て
は
、

ト
ン
ネ
ル
入
り
口
付
近
が
滑
落
し
、

現
在
対
策
工
法
に
つ
い
て
協
議
中
。

当
初
予
定
の
貫
通
時
期
は
二
、
三
カ

月
ず
れ
込
む
が
、
十
八
年
度
中
に
は

完
成
す
る
見
通
し
と
聞
い
て
い
る
。

板
戸
第
三
工
区
に
つ
い
て
は
、

白
滝
橋
と
稲
荷
橋
の
架
け
替
え
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
三
月
中
旬
に
は

桁
の
架
設
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

五
月
末
ま
で
に
は
、
前
後
の
取
付
け

道
路
の
舗
装
が
完
了
す
る
予
定
。

●
黒
沢
ト
ン
ネ
ル

一
月
二
十
五
日
に
簡
易
公
募
型

入
札
の
形
で
公
募
さ
れ
、
三
月
上
旬

に
は
入
札
が
行
わ
れ
る
。
十
七
年
度

中
に
完
成
の
見
込
み
で
工
事
に
着
手

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
町
道
新
田
線

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に
入
札

を
行
い
、
畦
畔
造
り
と
暫
定
盛
土
工

は
ほ
ぼ
完
成
。
ま
た
、
野
田
会
館
道

路
、
大
吹
川
の
道
路
整
備
も
予
定
ど

お
り
完
成
。

●
林
道
石
塚
線

本
年
度
、
小
倉
側
か
ら
の
六
百

十
八
�
と
上
里
側
か
ら
の
五
百
二

十
�
の
工
事
が
完
了
。
残
り
の
一

千
五
百
六
十
二
�
は
十
七
年
度
か

ら
十
八
年
度
で
計
画
し
て
い
る
。

●
除
雪
対
策

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
ほ

ぼ
毎
日
降
雪
が
あ
り
、
除
雪
車
の
出

動
回
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
二
月

十
六
日
現
在
の
累
計
降
雪
量
は
四

�
十
五
�
。

●
災
害
関
係

今
年
度
発
生
し
た
二
十
二
個
所

で
、
工
事
が
順
調
に
完
了
し
つ
つ
あ

る
。

●
水
道
事
業

桂
台
・
岩
舘
地
区
の
工
事
も
十

二
月
末
に
完
了
。
昨
年
十
二
月
に
発

注
し
た
橋
梁
添
架
工
事
個
所
（
十
二

ノ
前
）
も
完
了
し
、
今
年
度
分
は
す

べ
て
終
了
し
て
い
る
。

●
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

蔵
・
法
内
地
区
は
、
正
月
明
け

に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
で
き
る
よ

う
に
工
事
を
進
め
、
予
定
ど
お
り
供

用
を
開
始
。
最
後
に
発
注
し
た
横
渡

地
区
の
雨
水
排
水
工
事
が
ま
も
な
く

完
了
す
る
予
定
。
一
月
末
現
在
で
四

十
戸
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
三
十
九

戸
で
供
用
を
開
始
。
加
入
率
は
十

三
・
六
�
。
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◇
社
会
の
現
状

本
年
度
は
学
校
教
育
に
関
す
る

新
聞
記
事
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
多

い
。「
見
直
し
」・「
改
革
」・「
期
待
」

な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
い
、
総
合

学
習
に
つ
い
て
の
考
え
方
・
学
力

低
下
や
学
力
の
二
極
化
の
懸
念
、

現
場
改
革
、
学
校
間
の
競
争
を
促

す
提
言
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が

な
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
い
よ
い
よ
三
月
二

十
二
日
か
ら
新
市
「
由
利
本
荘
市
」

が
誕
生
す
る
こ
と
は
、
一
市
民
と

し
て
も
、
教
育
に
か
か
わ
る
者
と

し
て
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
と
受
け

止
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

学
校
現
場
で
は
期
待
と
不
安
が
入

り
混
じ
る
心
境
の
う
ち
に
新
し
い

学
校
経
営
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
。

◇
教
育
活
動
の
成
果
と
課
題

昨
年
三
月
議
会
で
説
明
し
た
、

本
町
の
学
校
教
育
活
動
の
重
点
取

組
項
目
に
対
し
て
、
教
育
活
動
の

成
果
と
し
て
次
の
五
つ
を
挙
げ
た

い
。

○
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
少
人

数
学
習
等
の
継
続
的
、
効
果
的
活

用
に
よ
り
基
本
的
な
知
識
の
定
着

が
進
ん
で
い
る
。

○
小
中
学
校
教
師
の
交
流
授
業
の

導
入
に
よ
り
、
学
習
意
欲
、
関
心

の
高
ま
り
が
見
ら
れ
た
。

○
広
域
人
事
交
流
に
よ
り
、
学
校

内
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
特
に
集

会
活
動
が
活
発
化
し
た
。

○
習
熟
度
別
学
習
の
工
夫
に
よ
り
、

学
習
が
意
欲
的
に
な
っ
た
。

○
部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
で
も
、
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
多

様
な
活
躍
、
挑
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

中
で
も
東
由
利
中
学
校
野
球
部
の

活
躍
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

一
方
、
課
題
と
し
て
残
っ
た
の

は
次
の
三
点
。

○
発
表
力
、
表
現
力
の
育
成
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
。

○
理
解
度
の
低
い
児
童
生
徒
へ
の

効
果
的
な
対
応
。

○
保
護
者
や
地
域
と
共
有
す
る
学

校
経
営
の
在
り
方
。

◇
地
場
教
育
発
展
の
た
め
に

来
年
度
か
ら
新
し
い
行
政
体
で

の
教
育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
学

校
の
不
易
の
価
値
観
は
変
わ
ら
な

い
。「
教
育
の
目
的
、
目
標
を
明
確

に
す
る
」、「
学
校
及
び
地
域
の
実

態
と
児
童
生
徒
の
能
力
・
適
正
を

把
握
す
る
」、「
教
育
内
容
の
精
選

と
基
礎
・
基
本
の
確
か
な
定
着
を

図
る
」
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
場
教
育
を
展
開

さ
せ
、
新
市
に
お
い
て
も
一
層
の

存
在
感
あ
る
学
校
教
育
を
目
指
し

た
い
。

（
一
部
抜
粋
） 

長谷山博昭
教育委員長



老
方
・
舘
合
処
理
区
の
一
月
末

の
加
入
率
は
五
九
・
一
八
�
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽

十
六
年
度
当
初
の
六
基
、
九
月

議
会
で
補
正
し
た
四
基
、
計
十
基
の

整
備
が
完
了
。

【
産
業
課
】

●
稲
作

一
月
末
の
総
集
荷
数
量
は
十
万

一
千
五
百
一
袋
（
前
年
比
二
・
七

�
増
）、
販
売
金
額
は
六
億
八
千
四

百
七
十
五
万
四
千
円
（
前
年
比
三
十

一
・
一
�
減
）。
農
家
の
粗
収
入
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
約
三
億
円
減
少

し
、
近
年
に
な
い
大
幅
な
落
ち
込
み

に
な
っ
た
。

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策

本
年
度
の
生
産
面
積
は
七
百
七

十
九
�
で
、
目
標
面
積
よ
り
約
十

�
少
な
い
。
生
産
調
整
面
積
の
実

績
は
三
百
五
十
二
・
六
�
で
、
転

作
の
内
容
は
飼
料
作
物
百
五
十
三
・

八
�
、
自
己
保
全
管
理
九
十
八
・

五
�
、
野
菜
類
四
十
二
・
二
�
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
十
二
月
に
産
地
づ

く
り
交
付
金
四
千
八
百
六
十
九
万
四

千
円
を
実
施
農
家
に
支
払
い
し
た
。

十
七
年
度
の
本
町
の
生
産
目
標

数
量
は
四
千
四
百
五
十
八
�
（
前

年
比
二
十
八
�
増
）
で
、
昨
年
同

様
の
一
律
配
分
。
二
月
二
十
二
日
の

Ｊ
Ａ
集
落
支
部
長
会
議
で
、
農
家
別

の
生
産
目
標
数
量
を
仮
配
分

す
る
。

●
台
風
被
害
対
策

資
金
対
策
に
つ
い
て
は
、

一
千
五
百
万
円
の
申
込
み
が

あ
っ
た
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助
事

業
の
実
績
見
込
み
が
出
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
議
会
に
精

算
補
正
を
お
願
い
し
て
い

る
。

●
中
山
間
地
域
直
接
支
払

今
年
度
の
対
象
面
積
は
九

百
八
十
一
・
六
�
で
、
前
年

度
よ
り
百
二
十
七
�
減
少
。
交
付

金
は
急
傾
斜
地
が
四
千
七
百
八
十
一

万
六
千
円
（
二
百
二
十
七
・
七
�
）、

緩
傾
斜
地
が
六
千
三
十
一
万
三
千
円

（
七
百
五
十
三
・
九
�
）
で
、
計
一
億

八
百
十
二
万
九
千
円
を
一
月
二
十
八

日
に
各
集
落
協
定
に
振
り
込
ん
で
い

る
。今

年
度
で
五
年
間
の
事
業
期
間

が
終
了
。
農
地
や
農
道
、
水
路
な
ど

の
保
全
管
理
の
ほ
か
、
地
域
の
環
境

形
成
な
ど
多
目
的
機
能
を
果
た
し
た

と
評
価
し
て
い
る
。
十
七
年
度
か
ら

始
ま
る
次
期
対
策
は
、
制
度
の
内
容

が
少
し
厳
し
く
な
る
よ
う
だ
が
、
各

集
落
協
定
に
は
、
今
後
も
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●
畑
作

野
菜
類
の
一
月
末
ま
で
の
総
販

売
金
額
は
五
千
三
百
五
十
六
万
円

（
前
年
比
六
・
六
�
の
減
）。
ア
ス

パ
ラ
は
八
百
九
十
五
万
五
千
円
（
前

年
比
七
十
二
・
三
�
増
）
で
、
販

売
金
額
一
千
万
円
ま
で
あ
と
一
歩
。

タ
ラ
の
芽
も
前
年
同
期
の
約
二
倍
、

こ
れ
か
ら
の
定
着
・
拡
大
に
期
待
。

葉
た
ば
こ
は
、
一
月
十
八
日
、

十
九
日
に
販
売
が
行
わ
れ
、
販
売
代

金
は
一
億
五
百
七
十
万
円
余
り
（
前

年
比
十
三
・
五
�
の
減
）。

●
家
畜

二
月
の
初
セ
リ
で
は
、
六
十
三

頭
が
取
り
引
き
さ
れ
、
平
均
価
格
は

五
十
二
万
九
千
二
百
三
十
三
円
。
依

然
と
し
て
高
価
格
が
続
い
て
お
り
、

米
な
ど
の
農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る

中
で
、
唯
一
明
る
い
材
料
と
な
っ
て

い
る
。

生
乳
の
四
月
か
ら
二
月
ま
で
の

販
売
数
量
は
四
百
九
十
九
㌧
、
販
売

金
額
は
四
千
八
百
五
百
十
六
万
円
。

二
月
一
日
現
在
で
肉
用
牛
飼
養

頭
数
調
査
を
実
施
。
飼
養
農
家
数
は

百
四
十
六
戸
（
前
年
比
八
戸
の
減
）、

成
牛
と
育
成
牛
の
合
計
は
六
百
八
十

五
頭
（
前
年
比
十
五
頭
の
増
）。
多

頭
化
に
よ
る
産
地
基
盤
の
充
実
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
。

●
土
地
改
良
事
業

大
台
地
区
簡
易
給
水
施
設
は
、

十
二
月
二
十
二
日
に
地
元
と
管
理
委

託
契
約
を
行
い
、本
格
給
水
を
開
始
。

八
塩
前
平
登
山
道
の
整
備
は
、

延
長
一
千
四
百
六
�
、
駐
車
場
百

三
十
六
平
方
�
の
工
事
を
十
二
月

中
に
完
了
。
十
七
年
度
は
ボ
ツ
メ
キ

の
ト
イ
レ
と
、
た
め
池
ま
で
の
遊
歩

道
を
整
備
す
る
予
定
。

六
沢
の
た
め
池
整
備
は
、
今
年

度
の
地
質
調
査
は
計
画
ど
お
り
進

捗
。
総
事
業
費
は
四
百
二
十
万
円
。

総
事
業
費
に
対
す
る
地
元
負
担
（
十

�
）
に
つ
い
て
は
、
公
益
的
利
用

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
九
割
、
受

益
者
が
一
割
で
調
整
を
進
め
て
い

る
。
本
工
事
は
十
八
年
度
か
ら
、
完

工
は
二
十
一
年
度
の
見
通
し
。

地
す
べ
り
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
朴
の
木
沢
・
沢
内
・
大
森
・
下

吹
・
桧
の
沢
の
調
査
、
集
水
ボ
ー
リ

ン
グ
等
を
ほ
ぼ
完
了
。
今
年
度
の
総

事
業
費
は
一
億
七
千
九
百
万
円
。

●
林
業

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
は
、
対
象
面
積
が
前
年
度
よ
り
十

二
�
多
い
一
千
六
百
五
十
二
�
余

り
。
交
付
金
一
千
六
百
五
十
二
万
円

を
二
月
十
八
日
ま
で
に
振
り
込
ん
で

い
る
。

民
有
林
造
林
事
業
の
実
績
は
、

枝
打
ち
四
十
三
・
一
�
、
間
伐

百
・
九
�
。
総
事
業
費
の
八
�
を

国
県
補
助
に
嵩
上
げ
助
成
を
予
定
し

て
い
る
。
作
業
道
開
設
事
業
は
、
伐

開
六
千
五
十
�
、
敷
砂
利
・
敷
き

均
し
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
五
十
五

�
の
実
績
で
、
総
事
業
費
七
百
八

十
一
万
円
に
対
し
て
三
百
九
十
万
円

の
助
成
を
予
定
。

小
倉
地
区
入
会
林
野
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
対
象
地
区
四
十
四
・

九
�
の
調
査
測
量
を
昨
年
十
一
月

二
十
六
日
ま
で
終
了
し
、
入
会
林
整

備
計
画
書
を
二
月
十
日
ま
で
に
完

了
。
十
七
年
中
に
は
登
記
を
完
了
で

き
る
見
込
み
。

ふ
る
さ
と
出
会
い
の
森
事
業
に

つ
い
て
は
、
一
月
二
十
八
日
と
二
月

八
日
、
十
八
日
の
三
回
で
出
資
金
を

返
戻
し
、
事
業
の
解
消
手
続
き
が
全

て
完
了
。
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小
　
松
　
勘
一
郎
　
議
員

問
　
秋
田
県
市
町
村
交
通
災
害
共

済
、
不
慮
の
災
害
共
済
等
の
加
入
・

給
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
以
前
の

方
法
を
改
め
、
加
入
者
が
役
場
窓
口

で
手
続
き
を
す
る
の
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
に
と
っ
て
現
実
的
で
は
な
い

と
考
え
る
が
。

答

一
市
七
町
で
同
一
の
取
扱
い

を
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
前
と
比
べ

る
と
不
便
だ
が
、
郵
送
も
可
能
。
い

ろ
い
ろ
な
方
法
論
を
検
討
し
、
今
後

も
加
入
率
ア
ッ
プ
に
努
め
た
い
。

問
　
地
域
自
治
区
の
区
長
、
地
域
協

議
会
委
員
の
選
出
は
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
人
物
本
位
で
具
合
的
な

作
業
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答

地
域
協
議
会
の
構
成
員
は
首

長
が
選
任
す
る
が
、
地
域
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
区
長
（
常

勤
特
別
職
）
の
任
命
は
、
地
域
自
治

区
内
の
事
情
を
十
分
把
握
し
て
い
る

人
物
を
市
長
が
任
命
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

十
月
ま
で
の
任
期
の
中
で
、
住
民
に

と
っ
て
心
配
の
な
い
組
織
が
作
ら
れ

る
よ
う
心
配
り
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
在
任
特
例
期
間
後
の
市
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
合
併
協
議
会
事
務

局
で
は
「
大
選
挙
区
で
実
施
」
と
示

し
て
い
る
が
、
本
荘
市
議
会
や
町
広

報
で
は「
小
選
挙
区
制
も
あ
り
得
る
」

と
し
て
い
る
。
選
挙
に
つ
い
て
認
識

が
一
致
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

第
十
七
回
合
併
協
議
会
で

「
定
数
三
十
人
」「
選
挙
区
は
大
選
挙

区
」
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
認
識
は

一
致
し
て
い
る
。「
新
市
の
議
会
で

提
案
が
な
さ
れ
れ
ば
、
議
決
に
よ
っ

て
は
小
選
挙
区
制
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
あ
り
得
る
」
と
の
認
識
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

小
　
野
　
　
　
健
　
議
員

問
　
こ
れ
ま
で
町
長
が
公
約
し
て
き

た
政
策
の
実
施
状
況
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

答

定
住
環
境
の
整
備
や
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
、
自
分
な
り
の
役
割

を
果
た
せ
た
と
考
え
て
い
る
。
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
し
っ
か
り
と
新

市
に
引
き
継
い
で
い
け
る
。

問
　
政
府
が
実
施
す
る
「
米
改
革
」

は
、
市
場
原
理
一
辺
倒
で
地
域
農
業

が
成
り
立
た
な
い
。
国
際
協
力
の
た

め
米
の
輸
入
は
や
む
を
得
な
い
と
す

る
町
長
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
か
。

答

本
町
の
農
業
に
と
っ
て
も
、米

価
暴
落
は
心
配
な
こ
と
。
し
か
し
日

本
は
貿
易
立
国
。
国
の
枠
組
み
の
中

で
地
域
の
農
業
振
興
を
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
合
併
協
議
会
で
、
所
得
制
限
無

し
の
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
確

認
し
て
い
る
が
、
県
議
会
で
は
有
料

化
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
協
議

会
の
決
定
は
、
県
の
方
針
に
関
わ
ら

ず
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答

合
併
協
議
で
は
無
料
化
と
し

て
い
る
が
、
有
料
化
を
打
ち
出
し
た

県
の
動
向
と
合
併
後
の
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
、
新
市
で
検
討
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

問
　
介
護
保
険
改
正
法
案
は
、
施
設

入
所
者
に
新
た
な
負
担
を
求
め
、
在

宅
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
抑
制
す
る

も
の
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

介
護
保
険
の
財
政
規
模
が
膨

張
す
る
中
で
の
、
社
会
保
障
全
体
の

見
直
し
で
あ
り
、
年
金
給
付
の
重
複

や
利
用
者
負
担
の
不
均
衡
を
是
正
す

る
た
め
の
も
の
。
た
だ
し
、
低
所
得

者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

の
展
開
を
見
守
り
た
い
。

積
雪
量
一

�
七
十
八
�

（
二
月
二
十

一
日
午
後
二

時
現
在
）
と

い
う
大
雪
に

見
舞
わ
れ
た

町
で
は
、
民

家
や
公
共
建

造
物
の
損
壊

防
止
、
交
通

の
確
保
な
ど

住
民
生
活
全

般
に
わ
た
る

雪
害
防
止
に

対
処
す
る
た
め
、
二
月
二
十
一
日
午

後
三
時
三
十
分
、
平
成
十
一
年
以
来

六
年
ぶ
り
と
な
る
雪
害
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。

町
で
は
本
部
設
置
後
、
防
災
行

政
無
線
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
通
じ
、
町

民
に
大
雪
に
対
す
る
警
戒
を
呼
び
か

け
た
ほ
か
、
町
内
の
高
齢
者
世
帯
や

一
人
暮
ら
し
世
帯
を
巡
回
。
ま
た
、

二
月
三
日
に「
雪
害
警
戒
対
策
本
部
」

を
設
置
し
た
際
に
確
認
し
た
危
険
個

所
を
再
度
巡
回
し
、
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
し
て
警
戒
を
続
け
て
い
ま

す
。雪

は
二
十
一
日
未
明
か
ら
降
り

続
き
、
二
十
二
日
午

前
六
時
に
は
最
高
積

雪
量
一
�
九
十
一
�

を
記
録
。
時
期
的
に

は
降
雪
も
小
康
状
態

に
向
か
う
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
積

雪
量
が
多
い
だ
け

に
、
今
後
は
雪
崩
や

融
雪
時
の
異
常
出
水

に
十
分
注
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
対
策

本
部
で
は
、
今
後
も

万
全
の
対
策
を
推
進

し
、
雪
害
防
止
に
対

処
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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新
市
長
が
決
ま
る
ま
で
の
職
務

執
行
者
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
一
市

七
町
市
町
長
会
に
お
い
て
協
議
し
、

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
市
長
職
務

執
行
者
に
選
任
さ

れ
た
三
浦
町
長
は
、

「
住
民
の
期
待
の
膨

ら
み
を
し
っ
か
り

新
市
に
引
き
継
ぎ
、

歴
史
の
転
換
期
の

重
責
を
果
た
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

合
併
に
当
た
っ

て
の
協
議
項
目
の

確
認
は
、
第
二
十

一
回
合
併
協
議
会

を
も
っ
て
終
了
し

て
お
り
、
今
協
議

会
で
は
、
合
併
協

議
会
の
中
間
監
査

及
び
新
市
の
組

織
・
機
構
の
変
更
、

協
議
会
の
廃
止
等

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
終
了
後
に
は
八

首
長
と
協
議
会
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
。
平
成
十
五
年
一
月
の
合
併

協
議
会
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
の
道
の

り
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
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今
年
最
初
の
子
牛
市
場
が
二
月

九
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
六
十
三
頭
が
上

場
さ
れ
、
す
べ
て
の
売
買
が
成
立
。

一
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
が
五
十

二
万
九
千
円
と
、
昨
年
の
初
セ
リ

よ
り
約
八
万
円
高
い
価
格
で
取
り

引
き
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
去
勢
と
雌
の
平
均
価
格

は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
五
万
四
千
円

と
五
十
万
七
千
円
で
、
六
十
三
頭

の
う
ち
最
高
価
格
は
、
去
勢
の
七

十
万
九
千
円
で
し
た
。

家
畜
市
場
全
体
の
上
場
頭
数
は

三
百
七
十
七
頭
で
、
そ
の
う
ち
三

百
六
十
七
頭
の
売
買
が
成
立
。
一

頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
、
四
十

八
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲初セリの様子

初セリ初セリ 好調なスタート切る
平均価格52万9千円

三
月
二
十
二
日
の
一
市
七
町
合
併
に
伴
う
由
利
本
荘
市
長
選
挙
の

立
候
補
届
け
出
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
説
明
会
を
開
き
ま

す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
…
３
月
15
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ
…
本
荘
市
役
所
４
階
「
正
庁
」

お
問
い
合
せ
　
本
荘
市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
各
町

選
挙
管
理
委
員
会

「
由
利
本
荘
市
」

市
長
選
挙
立
候
補
届
出
説
明
会

第
二
十
二
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が
二
月

二
十
七
日
、
西
目
町
の
町
民
セ
ン
タ
ー
「
シ
ー
ガ
ル
」
で

開
催
さ
れ
、
西
目
町
の
三
浦
孝
郎
町
長
が
由
利
本
荘
市
長

職
務
執
行
者
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
職
務
執
行
者
に
三
浦
西
目
町
長

第
22
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

市
長
職
務
執
行
者
に
三
浦
西
目
町
長

▲西目町の町民センター「シーガル」で開催された第22回合併協議会



町
長
職
と
し
て
、
平
成
三
年
八

月
二
十
日
か
ら
四
期
十
三
年
と
七
カ

月
の
任
期
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
東
由
利
町
最
後
の
、
ま
た

私
に
と
っ
て
も
最
後
の「
町
長
日
記
」

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
当
選
以
来
「
明
る
く
元
気
の

出
る
町
・
東
由
利
」
を
標
榜
し
て
、

我
が
町
永
遠
の
課
題
と
心
得
ま
す
四

つ
の
課
題
を
擦
り
切
れ
る
ほ
ど
申
し

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町

民
代
表
で
あ
る

議
会
と
議
論
を

し
、
予
算
を
積

み
上
げ
課
題
解

決
の
た
め
懸
命

に
努
力
を
致
し

ま
し
た
。
そ
の

評
価
に
つ
い
て

は
、
議
会
を
は

じ
め
町
民
皆
様

か
ら
こ
れ
か
ら

も
厳
し
く
確
か

め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
が
、

自
己
評
価
と
し

て
は
努
力
賞
を

い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
定
住

環
境
の
整
備
に
か
か

わ
る
四
つ
の
課
題
に

加
え
、
交
流
人
口
を

町
の
活
力
に
と
、
そ

の
拡
大
を
図
る
べ
く

努
力
も
致
し
ま
し

た
。道

の
駅
関
連
の

整
備
事
業
、
黄
桜
の

里
「
湯
楽
里
」「
や

し
お
」、
地
場
産
業

セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
っ

そ
」、「
八
塩
い
こ
い

の
森
」
関
連
の
整
備
事
業
、
そ
し
て

ま
た
合
併
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
の

役
場
新
庁
舎
の
整
備
が
で
き
ま
し

た
。日

本
が
ま
だ
バ
ブ
ル
期
の
景
気

の
良
い
と
き
に
、
そ
の
施
策
の
展
開

が
で
き
ま
し
た
。
国
に
は
力
強
く
村

岡
兼
造
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
し
、

秋
田
県
も
ま
だ
ま
だ
体
力
の
あ
る
と

き
で
し
た
か
ら
、
か
な
り
の
要
望
も

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

庁
の
担
当
職
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
当

に
し
っ
か
り
と
我
が
町
を
見
て
も
ら

い
、
ご
支
援
頂
い
た
こ
と
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
職
員
の
情
報
収
集

能
力
、
上
部
機
関
へ
の
説
得
力
、
そ

し
て
施
策
の
実
行
力
、
ま
た
こ
れ
ほ

ど
の
事
業
を
施
行
し
て
も
び
く
と
も

し
な
い
財
政
管
理
能
力
な
ど
、
そ
の

優
秀
さ
と
一
生
懸

命
さ
に
改
め
て
敬

意
を
表
す
る
も
の

で
す
。
東
光
苑
事

件
な
ど
負
の
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
大
き
な

バ
ネ
に
も
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、

新
市
「
由
利
本
荘
市
」
職
員
と
し
て

も
自
信
を
持
っ
て
十
分
な
活
躍
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
新
市
「
由
利
本
荘
市
」

が
出
発
し
ま
す
。
一
市
七
町
が
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
を
持
っ
て
の
合

併
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
事
項
の

整
理
は
で
き
た
も
の
の
、
例
え
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
が
ガ
ラ
ス
細
工
の
内

容
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
丁
寧

に
ボ
ン
ド
付
け
を
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
ス
リ
ム
化
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
在
任
特
例
期
間
七
カ

月
を
任
さ
れ
た
議
員
さ
ん
た
ち
の
大

き
な
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
ご
活
躍

に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
町
民
皆

様
、
関
係
機
関
各
位
の
こ
れ
ま
で
の

数
々
の
ご
支
援
ご
指
導
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
合
わ
せ
て
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
東
由
利
が
永
遠

で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り

ま
す
。
十
三
年
七
カ
月
、
長
い
間
お

世
話
に
な
り
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
完
）
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▲子どもたちと一緒に給食（平成13年・八塩小）

▲初登庁（平成3年）

▲雪ものがたり2004で凧揚げに参加（平成16年）



▼
は
じ
め
に

昭
和
四
十
九
年
に

東
由
利
町
と
な
り
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
三
十
年
。
三
月
二
十
二
日
に
は
由

利
本
荘
市
と
な
り
、
私
た
ち
も
晴
れ

て
「
市
民
」
と
な
る
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
東
由
利

町
で
あ
る
。
由
利
本
荘
市
に
な
っ
て

も
、
私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
誇
り
に

し
て
い
き
た
い
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
東
由
利
町

の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
。
私
た
ち

は
ふ
る
さ
と
を
心
か
ら
誇
れ
る
よ
う

に
、
東
由
利
の
三
十
年
間
に
つ
い
て

調
べ
て
み
た
。

▼
農
業
に
つ
い
て

町
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
由
利

牛
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

本
町
は
農
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
昭
和

五
十
七
年
か
ら
昭
和
五
十
九
年
に
開

催
さ
れ
た
数
々
の
和
牛
品
評
会
に
お

い
て
、
本
町
の
牛
が
数
多
く
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

本
町
の
牛
が
畜
産
農
家
の
努
力
に
よ

っ
て
常
に
高
品
質
を
維
持
し
、
全
国

的
に
も
高
い
水
準
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
町
に
な
っ
て
か
ら

五
年
で
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
・
低
温
倉

庫
が
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
六
年
後
の

昭
和
五
十
九
年
に
は
水
稲
育
苗
セ
ン

タ
ー
事
業
に
着
手
す
る
な
ど
、
町
民

が
農
業
に
対
し
て
常
に
強
い
向
上
心

を
持
ち
続
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
と

こ
ろ
が
、
年
々
農
業
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
農
業
は
後
継
者
不
足
と
い
う

危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

ん
な
こ
と
で
簡
単
に
衰
退
す
る
ほ
ど

農
業
は
弱
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い

た
い
。
農
業
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
講
習
会
を
開
い
た
り
、
教

育
課
程
の
中
で
も
っ
と
農
業
を
取
り

上
げ
、
作
物
を
作
る
大
切
さ
を
理
解

さ
せ
た
り
し
て
、
農
業
人
口
を
増
や

し
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

▼
教
育
・
交
通
・
施
設

昭
和
五

十
三
年
に
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
五

年
後
に
大
平
ス
キ
ー
場
に
ヒ
ュ
ッ
テ

が
完
成
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
銀

河
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
後
に
「
ぷ
れ
っ

そ
」
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
の

便
が
良
く
な
る
に
つ
れ
て
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
数
も
増
え
て
い
っ
た
。ま
た
、

山
地
の
多
い
東
由
利
で
は
、
各
地
で

道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
道

路
の
補
修
・
拡
張
は
今
も
行
わ
れ
て

お
り
、
町
民
の
暮
ら
し
は
少
し
ず
つ

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
暮
ら
し
が

良
く
な
る
と
人
の
心
は
明
る
く
豊
か

に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
行
政
の
努
力

は
派
手
さ
こ
そ
な
い
が
と
て
も
重
要

な
こ
と
だ
。

そ
し
て
教
育
で
あ
る
。
人
口
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
学
校
が

次
々
と
統
合
し
、
廃
校
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
公
民
館
の
改
装
や
パ

ソ
コ
ン
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
生
徒

が
恵
ま
れ
た
環
境
で
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
東
由
利
は
、
少
し

で
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
快
適
に

し
よ
う
と
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な

り
発
展
し
続
け
て
き
た
町
だ
と
い
え

る
。

▼
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
調
べ
て
東
由
利
町
の
こ
と
が
少
し

は
理
解
で
き
た
私
た
ち
は
、
こ
の
合

併
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ

う
。考

え
方
や
問
題
の
受
け
止
め
方

は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い
て
も
良
い

と
思
う
。
し
か
し
、
合
併
と
い
う
大

イ
ベ
ン
ト
を
控
え
て
い
る
今
し
か
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
な
い
。
思
う
存
分
考
え
て
、
最

終
的
に
自
分
の
ス
タ
ン
ス
を
確
立

し
、
そ
し
て
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
こ

の
町
も
私
た
ち
も
成
長
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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こ
れ
か
ら
も

「
明
る
く
元
気
の
出
る
町
」

東
中
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
ひ
が
し
ゆ
り
広
報
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
町
の
歴
史
を
取
り
上
げ
、
毎
月
町
民
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、

町
の
歴
史
や
合
併
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
を
背
負
っ
て
立
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
東
由
利
の
歴
史
や
課
題
、

合
併
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
最
終
回
と
な
る
今
月

は
、
東
由
利
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
昨
年
秋
、
東
中
祭
に
向
け
て
作
成
し

た
学
級
新
聞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た

の
は
、
こ
ん
な
内
容
の
記
事
で
し
た
。（
一
部
割
愛
）

3B

東
由
利
町
に
ま
つ
わ
る

エ
ト
セ
ト
ラ

東
由
利
町
は
、
年
々
お
年
寄
り

が
増
え
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、

子
ど
も
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
が
減
る
に
つ
れ
て
、

世
帯
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
も
減
り
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
自

ら
の
命
を
絶
っ
た
り
、
子
ど
も
を

お
ろ
し
た
り
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

生
ま
れ
て
こ
よ
う
と
す
る
命
を
殺

し
て
し
ま
う
の
は
、
と
て
も
悲
し

い
こ
と
だ
。
今
や
少
子
化
問
題
は
、

小
さ
な
子
ど
も
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
の
解
決
策
は
無
い
に

等
し
い
。
だ
が
、
自
ら
の
命
を
絶

た
ず
、
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡

す
こ
と
、
虐
待
な
ど
を
せ
ず
に
子

ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要

な
の
だ
。
保
育
園
を
訪
問
し
て
幼

児
と
触
れ
合
い
、
幼
児
を
よ
く
知

る
こ
と
で
住
民
の
意
識
が
高
ま
り
、

解
決
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
は
、
一
人
ひ
と
り
の
命
を
大
切

に
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

1A

東
由
利
町
の

少
子
化
問
題

▲授業のひとこま



皆
さ
ん
は
東
由
利
の
未
来
を
考

え
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
今
の

東
由
利
は
、
人
口
約
四
千
八
百
人
余

り
。
そ
の
う
ち
高
齢
者
は
、
約
一
千

五
百
四
十
人
。
年
々
若
者
が
減
り
、

高
齢
者
ば
か
り
が
増
え
て
き
て
い

る
。
若
者
は
、
本
荘
市
や
秋
田
市
に

移
動
し
て
い
く
。
若
者
に
は
あ
と
何

カ
月
か
で
由
利
本
荘
市
と
な
る
こ
の

東
由
利
町
で
、
た
く
さ
ん
の
時
間
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

東
由
利
町
は
、
由
利
郡
内
で
最

も
人
口
が
少
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
に

は
、
五
千
百
十
一
人
い
た
人
口
が
、

二
〇
〇
一
年
に
は

五
千
四
十
九
人
。

二
〇
〇
四
年
に
は

四
千
七
百
七
十
二
人
と
五
千
人
を
切

っ
た
。
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
人
口

の
中
で
、
子
ど
も
は
減
り
、
高
齢
者

の
割
合
が
増
え
て
き
て
い
る
。
東
由

利
で
働
く
人
た
ち
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
、
人
口
が
少
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
う
不
便
で
は
な
い
。

町
の
人
た
ち
も
積
極
的
に
町
お
こ
し

を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
い
た
り
し
て
東
由
利
に
人
を
呼

ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
大
人
の
呼
び

か
け
に
若
者
も
動
い
て
ほ
し
い
。
も

し
、
若
者
が
大
人
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
く
れ
る
な
ら
、
少
子

高
齢
化
の
問
題
も
少
し
は

解
決
策
が
見
え
て
く
る
。

六
十
歳
く
ら
い
の
お
年
寄

り
が
行
っ
て
き
た
奉
仕
作

業
な
ど
を
、
若
者
が
積
極

的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
お

年
寄
り
を
楽
に
さ
せ
、
東

由
利
を
大
切
に
し
て
い
け

た
ら
良
い
と
思
う
。
今
の

私
た
ち
は
力
不
足
で
大
き

く
動
か
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
今
の
大
人
に
つ

い
て
行
き
、
よ
り
良
い
東

由
利
を
目
指
し
た
い
。
他

の
地
域
か
ら
来
た
人
た
ち

に
東
由
利
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
明
る
く
元
気
の
出
る
町
」

を
印
象
づ
け
る
よ
う
な
、そ
ん
な
町

に
し
た
い
。

私
た
ち
中
学
生
も
授
業
の
一
つ

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
み
、
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
い
、

町
民
全
体
で
こ
の
問
題
を
考
え
て
い

き
た
い
。大
人
だ
け
で
考
え
な
い
で
、

私
た
ち
に
も
声
を
か
け
て
ほ
し
い
。

少
し
で
も
何
か
の
力
に
な
れ
そ
う
な

気
が
す
る
。
東
由
利
の
未
来
を
任
さ

れ
て
い
る
私
た
ち
は
も
っ
と
真
剣
に

取
り
組
ん
で
、
少
子
高
齢
化
問
題
を

少
し
で
も
解
決
へ
と
導
き
、
良
い
未

来
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
う
。

東
由
利
地
区
の
将
来
推
計
人
口

は
、
来
年
の
二
〇
〇
五
年
に
は
四
千

四
百
七
十
人
。
一
年
間
で
約
三
百
人

減
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
五
年
後

の
二
〇
一
〇
年
に
は
四
千
五
十
五

人
。
五
年
間
で
約
四
百
人
減
っ
て
い

る
。
四
百
人
と
い
う
と
、
町
内
の
小

中
学
校
す
べ
て
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
二
十
年
後
の
二
〇

三
〇
年
、
私
た
ち
が
三
十
代
半
ば
の

働
き
盛
り
を
迎
え
る
頃
、
東
由
利
地

区
の
人
口
は
今
の
半
分
に
な
っ
て
し

ま
う
。

人
口
が
減
ら
な
い
た
め
に
は
、

楽
し
い
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。私
た
ち
の
故
郷
、

東
由
利
町
は
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る

地
域
と
し
て
栄
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
。
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2A

少
子
高
齢
化
を
考
え
る

「
危
機
に
近
づ
く
東
由
利
！
」

今
か
ら
五
十
年
前
の
昭
和
三
十

年
に
東
由
利
村
が
誕
生
し
、
そ
の

十
九
年
後
の
昭
和
四
十
九
年
に
東

由
利
町
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
月
二
十
二
日
に
は
由
利
本
荘
市

と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
東
由
利

町
の
平
成
一
期
生
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
十
五
年
間
過
ご
し

て
き
た
東
由
利
町
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
と
て
も
悲
し
い
気

が
し
ま
す
。

東
由
利
の
人
口
は
減
少
し
続
け
、

近
年
つ
い
に
五
千
人
を
切
っ
て
し

ま
い
、
過
疎
化
に
歯
止
め
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
町

の
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
人
が

他
の
町
や
県
な
ど
に
出
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
町
に
職
場
を
作
っ
た
り
、
本

荘
・
横
手
に
通
勤
し
て
い

る
人
の
た
め
に
分
譲
宅
地

な
ど
を
整
備
す
る
の
が
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
由
利
本
荘
市
に
な
っ

て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
東
由
利

の
自
然
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め

に
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
さ
ら
に
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
東
由
利

町
で
は
、「
ぷ
れ
っ
そ
」
で
も
肉
な

ど
を
入
れ
て
い
る
パ
ッ
ク
を
集
め

て
い
る
し
、
町
で
は
少
し
ず
つ
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
を
す
る
な
ど
自
然

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
東
由
利
の
自
然
環
境

を
守
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
木
を

植
え
空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
道
路
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
継
続
す
る
こ

と
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、

町
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
大
切
な
の
は
町
民
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
。
各
学
級
の
窓
か
ら

見
え
る
美
し
い
木
々
や
緑
を
一
生

大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と
東
由
利
を

も
っ
と
美
し
く
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

東
由
利
の
合
併
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な
り
少
し
悲
し
い
気
が
し
ま

す
が
、
合
併
し
て
も
「
合
併
し
て

良
か
っ
た
」
と
な
れ
ば
最
高
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

東
由
利
の
長
い
歴
史
を
大
切
に
し

て
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
期
待
し

た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う

東
由
利
・
・
・

そ
し
て

新
た
に

生
ま
れ
変
わ
る
・
・
・

3A

ふ
る
さ
と

〜
私
達
の
東
由
利
〜

▲これからを担う子どもたち



▲「なまはげ郷神楽」の皆さんによるなまはげ太鼓 

▲雪像は子どもたちに大人気 

▲お楽しみ抽選会 

▲町内外から16チームが参加 

�
豪
快
な
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ 

▲餅まきに群がる人々 

�
か
も
汁
で
体
を 

　
温
め
る
参
加
者 
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「
ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
が
、
二
月
十
九
日
、
二
十
日
の
「
雪
も

の
が
た
り
２
０
０
５
」
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

道
の
駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
「
雪
も
の
が
た
り
２
０
０
５
」
に
は
、
二
日

間
で
約
四
千
人
が
来
場
。
雪
上
花
火
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
会
な
ど
の
ほ
か
、

な
ま
は
げ
太
鼓
の
公
演
な
ど
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り
客
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
七
日
に
東
由
利
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
０
５
雪
上
野
球

Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」
に
は
町
内
外
か
ら
十
六
チ
ー
ム
出
場
。「
Ａ
Ｓ
カ
ガ
ブ
く

ん
」（
秋
田
市
）
が
、
初
出
場
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
ツ
ア
ー
で
は
、
今
後
三
月
六
日
に
「
早
春
や
し
お
元
気

ま
つ
り
」、
三
月
十
三
日
に
「
雪
山
八
塩
登
山
」
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
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東
京
東
由
利
会

▲喜多院で記念撮影

平
成
16
年
度
秋
田
県
林
業
技
術
交
換
研
修
会

▲優秀賞を受賞した畑山作喜さん

畑
山
作
喜
さ
ん
（
土
場
沢
）
が
、
見
事
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
賞
は
、
畑
山
さ
ん
が
紹
介
し

た
、
良
質
な
秋
田
ス
ギ
を
育
成
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
同
研
究
会
の
活
動
内
容
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

畑
山
さ
ん
は
、「
地
道
な
活
動
を
評
価
し

て
も
ら
え
て
嬉
し
く
思
う
。
こ
の
受
賞
を
き

っ
か
け
に
、
若
い
人
た
ち
に
も
山
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。今

回
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
畑
山
さ
ん
は
、

九
月
に
行
わ
れ
る
東
北
・
北
海
道
大
会
に
県

の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

蔵
分
館
冬
ま
つ
り
っ
こ

地
域
の
輪
を
深
め
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
蔵
分
館
の
「
冬
ま
つ
り
っ
こ
」
が
二
月

六
日
、
大
蔵
館
で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

約
二
百
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
工
芸
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
餅
つ
き
大
会
、
凧
揚
げ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

笑
い
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
阿
部
十
全
さ
ん
の

公
演
会
を
開
催
。

ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
楽
し
い
冬

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲阿部十全さんの公演

農
家
の
家
族
経
営
協
定

▲家族経営協定合同調印式

農
家
の
「
家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
」

が
二
月
二
十
四
日
、
本
荘
市
の
本
荘
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
本
町
の
金
子
拓
雄
さ

ん
（
新
町
）、
小
松
正
武
さ
ん
（
高
戸
屋
）

両
親
子
が
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
農
業
を
営
む
家
族
が
お
互

い
の
役
割
分
担
や
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、

こ
れ
で
四
家
族
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
林
業
研
究
会
の
活
動
を
発
表
し
合
う

場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
秋
田
県

林
業
技
術
交
換
研
修
会
」
が
、
二
月
三
日
、

四
日
に
行
わ
れ
、
本
荘
由
利
森
林
組
合
林
業

研
究
会
の
代
表
と
し
て
活
動
発
表
を
行
っ
た

町
出
身
者
同
士
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
東

京
東
由
利
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
バ
ス
旅
行

が
、昨
年
十
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
行
き
先
は
、
江
戸
の
面
影
を
今
に

残
す
埼
玉
県
川
越
市
。
参
加
し
た
会
員
四
十

四
人
は
、
時
の
鐘
や
歴
史
あ
る
蔵
造
り
の
町

並
み
、
喜
多
院
な
ど
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。ま

た
、
バ
ス
の
中
で
は
参
加
者
が
持
ち
寄

っ
た
田
舎
料
理
や
思
い
出
話
が
宴
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
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★１年前納すると3,420円の割引 納付書によ
る現金払いでは2,890円の割引ですが、口座振
替にするとさらに530円お得。
★早割制度ができました 次月末に振込され
る月々の保険料を当月末の口座振替に申出変
更すると毎月の保険料が40円割り引かれます。
★６カ月前納で年間1,860円の割引 4月から9
月分までを4月末日に、10月から3月分までを
10月末日に、それぞれ口座振替で6カ月前納す
ると年間で1,860の割引(4月末日・10月末日に
930円ずつの割引)となります。
※新たに口座振替を申込みされる方は、「国民
年金保険料口座振替納付申出書」に必要事項
を記入し、ご利用の金融機関等の証明印及び
届出印を押印のうえ、最寄りの社会保険事務
所か金融機関等へ提出してください。手数料
無料です。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

4月からは
新口座振替制度を

ご利用ください

骨粗鬆症は、骨の組織が粗くなり、鬆
す

が入っ

たようにスカスカの状態になる病気で、ささい

な動作で骨折を引き起こし、寝たきりを招くこ

ともあります。骨粗鬆症は65歳以上の女性に多

く、発症頻度は50％といわれています。「腰が

痛くて重苦しい」などの症状を訴えるようにな

ったら要注意。じわじわと骨がつぶれていくこ

とも、この病気の恐いところです。

高齢になっても丈夫な骨を維持し、自分らし

く元気に暮らすためは、カルシウムを摂ること

が大切です。牛乳や小魚、ひじきなどを食事の

中で上手に取り入れ、またカルシウムの消化吸

収を妨げる喫煙や飲酒、過激なダイエットなど

をしないように心がけましょう。

カルシウムで骨を丈夫に！

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

○３月22日以降は、本荘由利広域市町村圏組合で由利本荘市、仁賀保町、金浦町、象潟町の１市３町

の介護保険事業を運営します。

○平成17年度の介護保険料基準額は、これまでと変わりません。ただし、保険料は毎年の世帯の住民

税課税状況等によって変わりますので、平成16年度と比べて状況が変更になったときは、金額変更と

なる場合があります。７月に保険料額の決定通知が届きますので、

ご確認ください。

○要介護認定申請書等の受付や被保険者証等の交付、納付書等の

再発行等は、お近くの総合支所にて行うことができます。

○被保険者証の一斉交付は行いませんので、これまで発行してい

る被保険者証をお使いください。紛失・汚れなどの場合には、総

合支所に再発行の申請をしてください。

合併後の介護保険に
関するお知らせ
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平
成
十
五
年
の
木
材
総
需
要
量

は
、
八
千
八
百
八
十
六
万
八
千
立
方

�
で
前
年
に
比
べ
て
八
十
九
万
四
千

立
方
�
減
少
し
て
い
ま
す
。
木
材
総

需
要
量
の
九
八
％
が
製
材
用
材
や
パ

ル
プ
、
チ
ッ
プ
用
材
等
で
す
。
残
り

は
し
い
た
け
原
木
や
薪
炭
材
と
な
っ

て
い
ま
す
。

製
材
用
材
の
需
要
量
は
、
昭
和
四

十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
一
時
減
少
し
た

も
の
の
平
成
元
年
以
降
、
一
億
一
千

立
方
�
程
度
の
水
準
で
推
移
。
し
か

し
、
平
成
十
年
以
降
は
九
千
万
か
ら

一
億
立
方
�
程
度
の
水
準
に
低
下
し

ま
し
た
。
平
成
十
三
年
以
降
に
な
る

と
住
宅
着
工
数
の
減
少
に
伴
い
製
材

用
材
消
費
量
の
減
少
と
パ
ル
プ
、
チ

ッ
プ
用
材
が
需
要
減
少
し
た
こ
と
か

ら
用
材
消
費
量
の
減
少
は
顕
著
に
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
に
は
、
用
材
消
費
量

は
九
千
万
立
方
�
を
下
回
る
水
準
と

な
り
、
平
成
十
五
年
に
は
、
八
千
七

百
十
八
万
四
千
立
方
�
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
我
が
国
の
用
材
自
給
率
は

長
期
的
に
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
十
五
年
に
は
用
材
の

輸
入
減
少
か
ら
わ
ず
か
な
が
ら
増
加

し
て
、一
八
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。

（
町
林
業
懇
話
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業 
 だより 

平
成
十
五
年
の

木
材
需
給
状
況

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,483～3,569

3,053～3,250

―

―

地元勢による抜き買いで落札率31％と低調。
単価はまずまず。

（
平
成
十
七
年
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…３月６日(日) 13：30開演
�ところ…由利小学校体育館
�内　容…中国が世界に誇るエンターテインメント。華麗な

る演技をお楽しみください！
�入場料…無料

由利町教育委員会　�５３－２２４５

由利町発足50周年記念「中国雑伎団公演」
由利町から

�と　き…◇ストロー飛行機　３月12日(土)、20日(日)
◇ブーメラン　３月21日(月)、26日(土)、27日(日)
◇紙コプター　３月28日(土)～31日(日)
※時間は①10:00～11:30 ②13:30～15:00

�ところ…フェライト子ども科学館
�参加料…無料（入館料無料）

フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

実験教室「飛ばそう…！」
仁賀保町から

二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
29

34

63

平均体重
303kg

285kg

293kg

平均価格
554,400円
507,768円
529,233円

kg当単価
1,735円
1,708円
1,721円

去　勢
雌

金　額
709,800円
695,100円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
高　栄
益　美

�と　き…３月19日(土)
�ところ…町総合福祉交流センター「スマイル」
�内　容…講師に米村でんじろう先生（サイエンスプロデュ

ーサー）をお招きします。
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

天才米
よね

ちゃんの科学教室

１．応募資格
高校、大学（短大・専修学校を含む）に入
学（在学）する者
２．応募条件
①身体強健、品行方正、成績優良な者
②在学学校長が推薦した者
③学資金に困難な者
３．募集人員 ９人程度（東由利地区）
４．貸与条件
①奨学金の額　◆高　校　月２万円以内

◆大学等　月５万円以内
②貸与期間　学校の正規の修学年限
③奨学金の交付　６月以降毎月交付
５．償還期間・方法
卒業後１年間据置き、10年で償還
６．申請等
①受付期間　平成17年3月22日～4月8日
②受付場所　東由利教育事務所（東由利総

合支所内）
③受付時間　午前９時～午後５時
７．提出書類
◆戸籍抄本◆奨学金貸与願◆学校長の推薦
書◆学業成績証明書◆家族調査票◆所得証
明書
８．採用通知
５月下旬まで申請者全員に採用の可否を通
知します。
※学校からの書類に時間がかかる場合があ
りますので、早めに申請手続きをしてくださ
い。

平成17年度由利本荘市奨学生募集

お問い合せ　教育文化課 �69-2310
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こ
の
両
賞
は
ス
ポ
ー
ツ
部
門
、
芸

術
文
化
部
門
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
、

団
体
を
称
え
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
で
二
十

一
個
人
と
五
団
体
、
芸
術
文
化
賞
で

十
一
個
人
が
各
団
体
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
後
、
阿
部
弘
章
体
育
協
会
長

と
遠
藤
眞
吉
芸
術
文
化
協
会
会
長
が

あ
い
さ
つ
。
来
賓
祝
辞
の
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
東
中
二
年
の
佐
藤
大

河
さ
ん
（
葎
沢
）
が
、
指
導
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
更
な
る
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

東
由
利
町
と
し
て
の
表
彰
式
は
今

回
が
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
町
民
の

方
々
の
な
お
一
層
の
飛
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
月
二
十
六
日
、
有
鄰
館
で
ス

ポ
ー
ツ
賞
・
芸
術
文
化
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
亘
る
功
績

や
、
平
成
十
六
年
度
の
活
躍
を
讃

え
、
三
十
二
個
人
と
五
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲スポーツ賞・芸術文化賞に輝いた受賞者の皆さん

▲受賞者代表あいさつを行う佐藤大河さん

ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
・
個
人
の
部

○
佐
々
木
将
人
（
大
琴
・
高
瀬
小
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
校
六
年
男
子
大
回
転
第

三
位

・
第
二
十
一
回
矢
島
ス
キ
ー
場
エ
ラ
ン
カ
ッ

プ
Ｇ
Ｓ
Ｌ
ス
キ
ー
大
会
小
学
校
六
年
男
子

第
四
位

○
佐
々
木
亜
美
（
大
琴
・
高
瀬
小
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
小
学
校
六
年
女
子
大
回
転
第

一
位

・
第
二
十
一
回
矢
島
ス
キ
ー
場
エ
ラ
ン
カ
ッ

プ
Ｇ
Ｓ
Ｌ
ス
キ
ー
大
会
小
学
校
六
年
女
子

第
一
位

○
佐
藤
大
河
（
葎
沢
・
東
由
利
中
学
校
）

・
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
会

ス
キ
ー
競
技
中
学
校
二
年
男
子
大
回
転
第

一
位

・
第
二
十
一
回
矢
島
ス
キ
ー
場
エ
ラ
ン
カ
ッ

プ
Ｇ
Ｓ
Ｌ
ス
キ
ー
大
会
中
学
校
二
年
男
子

第
一
位

○
長
沼
將
馬
（
新
町
・
東
由
利
中
学
校
）

・
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

大
回
転
第
一
位

・
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

回
転
第
一
位

○
古
関
亮
子
（
松
柴
・
由
利
高
等
学
校
）

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競

技
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
準
々
決
勝
進
出

・
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
準
決
勝
進
出

○
長
沼
敬
晴（
新
町
・
湯
沢
商
工
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
男
子
大
回
転
第
三
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ス
ー
パ
ー

Ｇ
第
一
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
大
回
転
少

年
（
国
民
体
育
大
会
予
選
）
第
二
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
男
子
回
転

第
三
位

○
鈴
木
翔
子
（
沼
・
横
手
城
南
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
女
子
回
転
第
六
位

○
高
橋
将
也
（
舘
合
新
田
・
鷹
巣
農
林
高
等

学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

大
会
男
子
大
回
転
第
二
位

・
県
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
大
回
転
少

年
（
国
民
体
育
大
会
予
選
）
第
四
位

○
佐
藤
　
忍
（
時
雨
山
・
本
荘
高
等
学
校
）

・
東
北
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
女
子
舵

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
一
位

○
小
松
裕
太
朗
（
中
通
・
本
荘
高
等
学
校
）

・
東
北
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
男
子
舵

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
一
位

・
東
北
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
少
年
男

子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
二
位

○
小
松
沙
裕
理（
高
戸
屋
・
西
目
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
テ
ニ
ス

競
技
女
子
団
体
第
三
位

○
高
橋
佑
光
（
久
保
・
秋
田
工
業
高
等
専
門

学
校
）

・
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
第
三
位

○
佐
野
　
瞳（
舘
合
新
田
・
由
利
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
第
一
位

・
全
国
高
等
学
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

西
東
北
地
区
予
選
会
第
一
位

○
千
葉
里
菜
（
蔵
新
田
・
由
利
高
等
学
校
）

・
秋
田
県
高
等
学
校
新
人
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
第
一
位

・
全
国
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

西
東
北
地
区
予
選
会
第
一
位

○
小
野
徳
昭（
上
里
・
秋
田
経
済
法
科
大
学
）

・
秋
田
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
や
り
投
げ

第
一
位

・
東
北
学
生
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
や

り
投
げ
第
一
位

・
東
北
総
合
体
育
大
会
陸
上
選
手
権
大
会
や

り
投
げ
第
二
位

○
佐
藤
安
照
（
下
通
）

・
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
連
合
会
交
流

大
会
「
鶴
舞
カ
ッ
プ
」
第
一
位

○
鍬
崎
芳
造
（
家
ノ
下
）

・
第
二
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

第
一
位

○
小
野
廣
志
（
横
渡
）

・
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
連
合
会
交
流

大
会
「
八
塩
カ
ッ
プ
」
第
一
位

○
浅
井
　
充
（
蔵
新
田
）

・
秋
田
県
青
年
大
会
　
軟
式
野
球
の
部
優
勝

・
全
国
青
年
大
会
軟
式
野
球
の
部
ベ
ス
ト
四

◇
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
・
団
体
の
部

○
東
由
利
中
学
校
ス
キ
ー
部

・
本
荘
市
由
利
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
男
子

総
合
優
勝

○
東
由
利
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｚ

・
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
二
部
）
由
利
郡

予
選
優
勝

・
東
日
本
軟
式
野
球
大
会
（
二
部
）
県
予
選
　

ベ
ス
ト
四

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
太
陽
チ
ー
ム

・
秋
田
県
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
東
由
利
チ
ー
ム

・
秋
田
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
Ａ
ク

ラ
ス
優
勝

◇
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

○
石
綿
喜
代
隆
（
大
琴
）

東
由
利
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
。
東
由
利
町

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
者
と
し

て
、
本
町
ス
キ
ー
の
振
興
と
、
競
技
技
術

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

○
大
庭
喜
一
郎
（
舟
木
）

東
由
利
町
体
育
指
導
委
員
長
。
長
年
に
わ

た
り
体
育
指
導
委
員
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
町
民
の
健
康
増
進
及
び
各
種

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

▲スポーツ功労賞を受賞した石綿喜代隆さん



15 広報ひがしゆり　17.3.1

2月 
一
年
間
の
思
い
出
を
綴
る〜

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

▲思い出のつまった記念誌を作成

新
市
に
向
け
意
見
交
換
を
行
う〜

こ
と
ぶ
き
大
学

今
年
度
の
こ
と
ぶ
き
大
学
閉
講
式

が
二
月
十
六
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
、

大
学
生
百
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
今
年
度
の
反
省
、

来
年
度
の
要
望
等
の
意
見
交
換
会
に

続
き
、
阿
部
幸
悦
町
長
を
招
い
た
講

演
会
で
は
祝
辞
と
あ
わ
せ
て
、
合
併

に
つ
い
て
の
詳
し
い
話
が
あ
り
、
受

講
者
か
ら
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
の
活
動
に
も
さ
ら
に

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

▲合併について活発な質疑応答が行われた

二
月
五
日
、
有
鄰
館
で
わ
く
わ
く

サ
ー
ク
ル
の
修
了
式
が
行
わ
れ
、
会

員
、
保
護
者
合
わ
せ
て
五
十
八
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
活
動
を
綴
っ
た
記
念
誌

の
作
成
を
行
っ
た
後
、
今
年
度
で
卒

業
す
る
六
年
生
に
公
民
館
長
か
ら
修

了
証
書
と
記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
の
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
は

十
五
教
室
、
年
間
二
十
回
開
催
さ
れ

児
童
、
保
護
者
等
延
べ
九
百
四
十
二

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
料
理
、
ク
ラ

フ
ト
、
陶
芸
等
に
挑
戦
し
充
実
し
た

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て

応
援
し
ま
す

〜
き
ざ
く
ら
広
場

▲絵本読み聞かせのボランティアに聞き入る

二
月
二
十
二
日
、
有
鄰
館
集
会
室

で
、
第
六
回
「
き
ざ
く
ら
広
場
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
乳
幼
児
、
保
護
者
、

保
育
園
児
等
約
四
十
名
が
参
加
し

て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ピ
ア
ノ

の
演
奏
、
歌
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
き
ざ
く
ら
広
場
」
は
地
域
全
体

で
子
育
て
を
し
て
い
く
環
境
づ
く
り

を
目
標
に
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
が

主
催
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
で
す
。

「
き
ざ
く
ら
広
場
」、
サ
ポ
ー
タ

ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
係
ま
で

電
話
　
六
九
―
二
三
一
〇

冬
期
間
の
体
力
向
上
、
選
手
間
の
交

流
を
図
り
ま
し
ょ
う

●
期
日
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
�

●
場
所
　
東
由
利
町
体
育
館

●
対
象
　
町
内
に
在
住
す
る
者
（
小
学

生
以
上
）
又
は
町
内
に
勤
務
す
る
者

●
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
　
二
千
円

●
申
込
み
期
限
　
三
月
十
四
日
�

教
育
委
員
会
　

電
　
話
　
六
九
―
二
三
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
九
―
二
〇
三
九

第
十
四
回
東
由
利
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

◇
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

○
東
由
利
中
学
校
野
球
部

二
十
一
年
ぶ
り
の
全
県
少
年
野
球
大
会
出

場
を
果
た
さ
れ
、
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿

は
町
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
。

芸
術
文
化
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◇
芸
術
文
化
特
別
賞

○
小
松
順
之
助
（
中
通
）

平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
十

二
年
間
に
亘
り
、
町
芸
術
文
化
協
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
芸
術
文
化
の
普
及
と
発
展

に
尽
く
さ
れ
た

◇
芸
術
文
化
功
労
賞

○
小
松
幸
子
（
中
通
）

【
工
芸
部
門
】

・
第
四
十
六
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
工
芸
の

部
入
選

生
涯
学
習
を
と
お
し
町
民
や
子
供
達
に
陶

芸
の
楽
し
さ
と
創
作
の
喜
び
を
伝
え
ら
れ

た
。

○
藤
原
陽
太
郎
（
上
通
）

【
写
真
部
門
】

・
第
四
十
六
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
写
真
の

部
奨
励
賞

写
真
サ
ー
ク
ル
代
表
と
し
て
会
員
の
融
和

と
技
術
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
。

◇
芸
術
文
化
奨
励
賞

○
菊
地
邦
彦
（
宇
戸
坂
出
身
）

【
彫
刻
部
門
】

・
第
四
十
六
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
彫
刻
の

部
奨
励
賞

○
八
嶋
　
保
（
上
通
）

【
写
真
部
門
】

・
第
四
十
六
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
写
真
の

部
入
選

○
千
葉
　
覺
（
新
町
）

【
写
真
部
門
】

・
第
四
十
六
回
秋
田
県
美
術
展
覧
会
写
真
の

部
入
選

○
佐
藤
　
恵
（
黒
渕
・
由
利
高
等
学
校
）

○
大
日
向
愛
（
宮
ノ
前
・
由
利
高
等
学
校
）

○
佐
藤
栄
美
（
松
柴
・
由
利
高
等
学
校
）

○
高
橋
み
な
み
（
舘
合
新
田
・
由
利
高
等
学

校
）

○
阿
部
愛
美
（
小
倉
・
由
利
高
等
学
校
）

【
芸
能
部
門
】

・
第
十
六
回
津
軽
三
味
線
全
日
本
金
木
大
会

三
位

・
高
校
文
化
連
盟
郷
土
芸
能
・
日
本
音
楽
合

同
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

▲芸術文化特別賞を受賞した小松順之助さん
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

着
ぶ
く
れ
て
貰
ふ
雪
か
き
当
番
帳
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

等
圧
線
せ
ば
め
つ
寒
波
居
座
れ
り
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

ひ
ざ
に
来
る
孫
の
温
も
り
寒
来
た
り
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

深
雪
な
れ
狭
庭
に
鳥
の
来
る
ほ
ど
に
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

縫
い
初
め
の
針
目
揃
わ
ず
暮
れ
に
け
り
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

雪
掻
き
に
ド
リ
ン
ク
一
本
助
け
舟
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

着
信
の
身
体
案
じ
る
雪
見
舞
い
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

嬰
詰
児
の
ね
む
る
山
家
や
吹
雪
花
　
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

熱
冷
ま
し
寒
九
の
水
で
飲
み
に
け
り
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

園
児
ら
の
面
の
色
ど
り
鬼
や
ら
い
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
夜
空
の
牡
丹
雪
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

春
立
て
り
母
の
座
空
き
て
五
十
日
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

雪
だ
る
ま
個
性
の
あ
り
て
三
姉
妹
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

吹
雪
く
夜
テ
レ
ビ
の
歌
に
癒
さ
れ
る
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

生
き
ぬ
い
て
春
立
つ
庭
で
深
呼
吸
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

吹
雪
中
今
日
は
火
曜
か
水
曜
か
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

二
月
雪
重
し
と
除
く
軒
回
り
　
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

米
福
と
粟
福

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
米

福
と
粟
福
と
い
う
姉
妹
が
い
ま
し
た
。

米
福
の
母
親
は
亡
く
な
り
、
父
親
が
粟

福
を
連つ

れ
子
に
し
た
後
ぞ
え

．
．
．

を
迎
え
た

の
で
し
た
。
後
ぞ
え

．
．
．

は
連
れ
子
の
粟
福

ば
か
り
可
愛
が
り
、
粟
福
も
姉
の
米
福

を
恨
み
、
な
ん
と
か
し
て
家
か
ら
追
い

出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
し
た
。

米
福
は
ど
ん
な
に
い
じ
め
ら
れ
て
も
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
の
こ
と
、
後
ぞ
え

．
．
．

が
米
福
と

粟
福
に
「
山
に
栗
拾
い
に
行
っ
て
こ
い
」

と
言
い
つ
け
、
米
福
に
は
底
に
穴
の
開

い
た
袋
を
、
粟
福
に
は
新
し
い
袋
を
持

た
せ
て
や
る
の
で
し
た
。
し
ば
ら
く
山

の
栗
拾
い
を
し
て
い
た
二
人
で
し
た

が
、
妹
の
粟
福
は
「
姉
や
、
お
ら
ぁ
袋

さ
い
っ
ぱ
い
拾
っ
た
か
ら
帰
る
よ
」
と

言
っ
て
山
を
下
り
家
に
帰
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
米
福
の
底
抜
け
の
袋
は
、
い

く
ら
拾
っ
て
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
せ

ん
。や

が
て
日
も
暮
れ
て
暗
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
米
福
は
泣
き
だ
し
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と

に
林
の
奥
に
、
ひ
と
と
き
も
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
亡
く
な
っ
た
母
親
が
心
配
そ

う
に
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
母
親
は

「
…
米
福
や
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
辛
抱
が
大
事
だ
ぞ
。
よ
い
物
を
あ
げ

る
か
ら
、
家
に
帰
っ
た
ら
台
所
の
板
の

間
に
こ
れ
を
転
が
し
て
み
る
と
い
い
」

と
言
っ
て
、
一
粒
の
大
き
な
栗
の
実
を

渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
涙
顔
の
米
福
が

お
礼
を
と
思
っ
た
ら
、
母
親
は
す
ぅ
っ

と
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
た
米
福
を
叱
る
後
ぞ
え
の

母
親
は
、「
今
頃
ま
で
山
で
何
を
し
て

き
た
っ
。
一
粒
の
栗
も
拾
っ
て
こ
な
い

で
っ
」
米
福
は
火ひ

箸
で
た
た
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
そ
の
と
き
、
亡
く
な
っ
た
母

親
か
ら
も
ら
っ
た
大
き
な
栗
の
実
を
板

の
間
に
転
が
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
な

ん
と
栗
は
台
所
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の

で
す
。
驚
い
た
後
ぞ
え
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
姉
の
米
福
を
こ
と
あ
る
ご
と
に

い
じ
め
続

け
る
の
で

し
た
。

ま
た
あ

る
日
の
こ

と

で

し

た
。
は
た

ら
き
者
で

辛

抱

強

く
、
優
し

い
心
の
米

福
の
評
判

を
聞
い
た

長

者

殿

に
、
ぜ
ひ

息
子
の
お

嫁
に
米
福

を
と
願
わ
れ
た
の
で
す
。
び
っ
く
り
し

た
後
ぞ
え

．
．
．

の
母
親
は
、「
姉
は
み
に
く

い
し
怠
け
者
で
す
。
そ
れ
よ
り
器
量
が

良
く
、
仕
事
も
上
手
な
妹
の
粟
福
を
嫁

に
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
願
う
の
で

し
た
。
し
か
し
、
長
者
殿
の
目
は
節
穴

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
福
は
辛
抱
の
か

い
あ
っ
て
、
村
の
み
ん
な
に
見
送
ら
れ

お
嫁
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

家
に
残
っ
た
二
人
は
「
く
や
し
い
、

く
や
し
い
」
と
泣
き
狂
い
、
母
親
は
石

臼
を
引
っ
張
っ
て
き
て
粟
福
を
そ
れ
に

乗
せ
、
花
嫁
行
列
を
追
い
か
け
、
石
臼

も
ろ
と
も
泥
田
に
落
ち
、
田
螺
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
田
螺
を
割
る
と
、

粟
粒
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
の

は
、
そ
の
せ
い
だ
と
か
。

（
石
渡
力
造
）

九
三
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荘　野　壱　成くん 
　　　（下小路・1歳） 
お父さん：康　成さん 
お母さん：志津子さん 
お話し：志津子さん 

いっ　　せいいっ　　せい 

荘　野　壱　成くん 
　　　（下小路・1歳） 
お父さん：康　成さん 
お母さん：志津子さん 
お話し：志津子さん 

いっ　　せい 

―職業は
「リカーショップさいとう」で働いています。
―趣味・休日の過ごし方は
休日は友だちと買い物に行くことが多いです。よく

行くのは横手市です。
―自分の性格は
周りの人たちは落ち着いていると言ってくれます。

でも自分ではよく分かりませんね。
―理想のタイプは
優しくて楽しい人。外見の好みはあまりないです。
―目標・夢は
エステティシャンの資格をとったので、それを活か

した仕事に就きたいです。
―家族へ一言
今までいろいろ迷惑をかけたけど、これからは自立

した大人になれるように頑張ります。

名前の由来は？
「何でも一番になるようにと思われがちですが、そうではなく、
何でも最後まで成し遂げる強い精神を持った子になるようにとい
う願いを込めてつけました。」
好きなものは？
「動物（特に猫）が好きで、絵本や動物図鑑を見ています」
最近のエピソードは？
「2月20日の誕生日に湯楽里でお祝いをしていたら、なまはげが乱
入してきて固まっていました。泣きそうになったけど、泣きませ
んでした」
どんなふうに育ってほしいですか？
「健康で他人を思いやる心を持った優しい子、人を愛することが
でき誰からも愛される子になってほしいです」
お父さんとお母さんから、壱成くんへひとこと
「あと数カ月で早くもお兄ちゃんになるけど、助け合いができる
仲の良い兄弟でいてね」

遠　藤　裕
ゆう

子
こ

さん（蔵新田・20歳）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

遠藤　礼
れ

菜
な

ちゃん
祝沢（貴浩さん）

佐々木　音
ね

色
いろ

ちゃん
新町（雅史さん）

阿部　颯
そう

汰
た

くん
新町（樹悦さん）

遠藤　義
よし

佳
か

くん
蔵新田（克幸さん）

大庭　唯
ゆい

都
と

くん
新町（真悟さん）

齋藤　翔太
しょうた

くん
寺田（義勝さん）

小松　ライくん
田代（茂明さん）

～3歳児健診から～

遠藤　瑛
えい

美
み

ちゃん
宿（育英さん）

小松　和生
かずき

くん
新町（晃さん）

ほ
の
ぼ
の
し
た
も
の
が
よ
ぎ
っ
て
く
れ
れ

ば
…
と
、
拙
い
「
昔
話
」
が
載
っ
た
の
は
、
昭

和
五
十
九
年
五
月
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、新
市
発
足
に
伴
い
終
刊
と
な
り
ま
す
が
、

よ
も
や
こ
ん
な
に
長
く
続
く
と
は
夢
に
も
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
間
の
ご
愛
読
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
語
り
と
し
て
活
用

な
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、
望
外
の
喜
び

で
あ
り
ま
す
。「
こ
う
ゆ
う
話
っ
こ
し
た
な
久

し
ぶ
り
だ
。
良
ぐ
聞
で
け
だ
ぁ
」
採
話
で
訪
ね

た
爺
さ
ま
や
婆
さ
ま
は
も
う
故
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
恵
ま
れ
た
多
く
の
出
会
い
と
支
え
の
温

も
り
は
、
す
べ
て
を
包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ご
愛
読
下
さ
っ
た
多
く
の
内
外
の
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
感
想
や

励
ま
し
の
お
便
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
支
え
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
昔
話
を
生
涯
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石渡　力造

感
　
　
謝
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住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

１月末人口 前月比 

2,282 

2,444 

4,726 

1,370

－ 5 

－ 5 

－10 

2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

１月異動人数 1月からの累計 

2 

5 

3 

10

2 

5 

3 

10

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

15 

14 

0 

4 

0 

1

0 

15 

14 

0 

4 

0 

1

１　月 
発生数 

1月から 
の累計  

昭
和
五
十
九
年
三
月
、
広
報
「
ひ
が
し
ゆ
り
」
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
平
成
十
七
年
二
月
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
満
二
十
年
、

二
百
四
十
号
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
一
市
七
町
の
合
併
に
よ
っ
て
「
由
利
本
荘
市
」
に
な
る

の
を
機
会
に
、
二
月
号
（
最
終
号
）
を
も
っ
て
終
刊
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
町
の
皆
様
を
は
じ
め
、

全
国
の
本
町
ご
出
身
の
皆
様
、
全
国
の
未
知
の
方
か
ら
も
数
多
く

の
温
か
い
ご
感
想
、
励
ま
し
、
ご

指
導
を
い
た
だ
き
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
野
草
が
ご

ざ
い
ま
す
が
、
折
を
み
て
余
生
の

仕
事
と
し
て
ま
と
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
い
間
の
ご
愛
読
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
終
刊
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
二
月

小
松
　
忠
正

東
由
利 

終
刊
に
あ
た
っ
て

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

合併という町の節目に、一町民として、ま
た広報担当として立ち会えることを幸運に思
います。二年間私を支えてくれた皆さん、本
当にありがとうございました。これまで私に
元気をくれた多くの出会いは、この先もずっ
と私の支えになっていくものです。これから
は自分自身も誰かに元気をあげられる人にな
りたいと思います。どうぞこれからもよろし
くお願いします。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
１
月
21
日

〜
２
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
届
出
）

6 日�　早春やしお元気まつり

8 日�　機能訓練教室

9 日�　乳児健診

食生活改善講習会

12日�　東由利中卒業式

13日�　雪山八塩登山

15日�　高瀬小卒業式

16日�　八塩小卒業式　

18日�　閉庁式

小中学校修了式

20日�　春分の日

21日�　振替休日

22日�　由利本荘市発足

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

１／22
佐
　
野
　
由ゆ

依い

ち
ゃ
ん〈
健
　
一
〉
新
　
町

治
　
子

１／25
小
　
松
　
頼ら

い

人と

く
　
ん〈
和
　
弘
〉
下
小
路

真
智
子

２／８
遠
　
藤
　
来き

良ら

く
　
ん〈
克
　
幸
〉
蔵
新
田

比
呂
美

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

２／５
鈴
木
キ
ク
ヨ
さ
ん
（
86
）
幸
　
男
･
母
・
　
沼

２／５
小
野
　
京
子
さ
ん
（
75
）
裕
　
明
･
母
・
　
宿

２／８
小
野
　
　
　
さ
ん
（
80
）
正
　
義
･
妻
・
下
　
通

２／10
古
関
千
代
子
さ
ん
（
75
）
三
　
郎
･
妻
・
松
　
柴

２／12
遠
藤
　
吉
藏
さ
ん
（
88
）
春
　
雄
･
父
・
新
　
処

２／16
畠
山
ア
イ
子
さ
ん
（
80
）
紀
　
子
･
母
・
横
小
路

２／18
鈴
木
サ
ト
ミ
さ
ん
（
95
）
キ
　
エ
･
母
・
袖
　
山

町特産物振興会で、このたびフランス鴨
の卵を使った手作りパンを販売することに
なりました。名前は「フランス鴨らんらん
パン」。朝食に食べたくなるシンプルな味
わいが好評です。直売所や各種イベントの
出店で販売する予定です。東由利の新しい
特産品を、皆さんもどうぞお試しください。

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

海
老
原
昭
子
さ
ん
（
横
浜
市
）、
黒
澤
共
助
さ
ん

（
秩
父
市
）、
石
井
護
さ
ん
（
本
荘
市
）、
高
須
広

子
さ
ん
（
草
加
市
）、
石
井
辰
徳
さ
ん
（
秋
田
市
）、

佐
藤
力
雄
さ
ん
（
本
荘
市
）、
畠
山
栄
子
さ
ん

（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
場
惣
七
さ
ん
（
久
保
）、
小
松
仁
さ
ん
（
所
沢

市
）、
鈴
木
幸
男
さ
ん
（
沼
）、
長
谷
山
フ
サ
子
さ

ん
（
横
浜
市
）、
木
嶋
成
寿
さ
ん
（
岩
舘
）、
東
由

利
麻
雀
愛
好
会

特産物振興会で新商品開発


